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　板野町では、町民の皆様と協働でまちづくりを行うため、町の情報を積極的に公開

しており、その１つとして予算書、決算書の概要版を作成しています。

　本書は、「第５次板野町振興計画」に掲げる６つの施策の柱に基づいて構成してい

ます。この施策の柱ごとに、板野町が平成２９年度にどのような事業を行い、どれだ

けのお金を使ったのかを、できるだけわかりやすく紹介しています。

　この冊子をとおして、板野町の財政状況について皆様のご理解が深まるきっかけと

なれば幸いです。

～ は じ め に ～

板野町では「安心なまち・子どもが輝くまち・交流のまち いたの」を将来像として、まちづくり

を進めています。この将来像の実現に向けて、６つの施策の柱を定めています。

第５次板野町振興計画における将来都市像

学びと文化が香る
まちづくり

協働による
まちづくり

人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

安全で美しい
田園空間づくり

連携強化による
産業づくり

みんなで支え合う安心な
暮らしの仕組みづくり
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　平成２９年度の板野町各会計の決算が、板野町議会９月定例会において認定

されましたので、決算の概要及び財政状況についてお知らせいたします。
（※ １万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。)

　一般会計の歳入は、前年度に比べ３億９,５４８万円増の６０億９,２３５万円

となり、このうち主な自主財源である町税は１５億９,１７７万円でした。

　一方、歳出は、前年度に比べ１億９,８５４万円増の５５億５,９２６万円とな

りました。

　歳入決算額から歳出決算額を差し引いた「歳入歳出差引額」は５億３,３０９

万円の黒字となり、これから翌年度に持ち越した事業の支払いに使う繰越財源

２,６１１万円を差し引いても５億６９８万円の黒字となるため、健全な財政運

営が行われているということができます。

　特別会計及び公営企業会計においても、概ね黒字を堅持していますが、国民

健康保険事業会計については３年連続での赤字決算となり、厳しい財政運営を

強いられています。

(単位：万円)

◆企業会計 (単位：万円)

※公共下水道事業は公営企業法非適用のため、企業会計ではなく特別会計として計上しています。

水　道　事　業
収益的収支 25,440 22,727 2,713 

資本的収支 16,588 16,588 0 

実質収支額 116 8,472 729 0 

区 分 収入 支出 差引

歳入歳出差引額 116 8,472 729 1 

翌年度への
繰越財源

0 0 0 1 

歳　入　総　額 16,151 127,707 1,868 36,899 

歳　出　総　額 16,035 119,235 1,139 36,898 

実質収支額 50,698 97 0 △ 3,390 

区 分
後期高齢者医療
特別会計

介護保険事業
特別会計

介護サービス事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

歳入歳出差引額 53,309 97 0 △ 3,390 

翌年度への
繰越財源

2,611 0 0 0 

歳　入　総　額 609,235 1,031 481 160,580 

歳　出　総　額 555,926 934 481 163,970 

決算状況

区 分 一般会計
住宅新築資金等
貸付事業特別会計

奨学金貸与事業
特別会計

国民健康保険事業
特別会計

まずは、各会計の決算状況について

報告してみよか～！

－1－



平成２９年度一般会計決算概要
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入ったお金

60.9億円

使ったお金

55.6億円

余ったお金

5.3億円

○平成２９年度 一般会計決算収支の状況

町税や地方交付税など「入ったお金」60.9億円

に対して、福祉や教育、道路整備など町の仕事

に「使ったお金」は 55.6億円やけん、差し引き

5.3億円の『黒字』だったんでよ！

0
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5

6

（億円）

○余ったお金の使い道

0.1億円

0.2億円

3.0億円

2.0億円

Ｑ1-2 余ったお金はどうするん？
去年と比べてどんなん？

ほな次は、一般会計の決算概要について

報告してみるでよ～！

Ｑ1-1 平成２９年度の決算は
黒字だったん？赤字だったん？

○余ったお金の対前年度比

0

2

4

6

（億円）

平成28年度

余ったお金

3.4億円

平成29年度

余ったお金

5.3億円

差し引き

＋2.9億円

余ったお金は次の年度で行う

事業の支払いに使ったり、災害

時など緊急の支払いに使う貴重

な財源になるんじゃ。

また、将来行う事業の財源と

するためや、想定外の多額の支

払いが発生したことによる財源

不足となった場合に備えるため

に、基金への積み立てもしよる

んでよ。まぁ、一般家庭でいう

たら「貯金」みたいなもんじゃ

なぁ。

余ったお金を去年と比べたら、

2.9億円増えたんじゃ。

これは、町内の会社の業績が

回復したけん、法人町民税の収

入が増えたことと去年からの繰

越金が増えたことが主な要因な

んじゃ。

29年度から30年度へ持ち
越した事業に使うお金

30年度中に緊急で行う
事業に使うお金

減債基金やその他の基金
へ積立て(貯金)

30年度ですでに使うことと

していたお金

－2－



平成２９年度一般会計決算概要

Ｑ2 どんな目的で、
どんなことに対して

どんだけの額を使うたん？

歳出

55.6億円

議会費

0.8億円

1.4％

総務費

10.7億円

19.3％

民生費

19.7億円

35.4％
衛生費

5.3億円

9.5％

土木費

5.3億円

9.5％

教育費

5.7億円

10.3％

公債費

4.1億円

7.4％

災害復旧費

0.1億円 0.1％

消防費

2.1億円

3.8％

商工費

1.0億円

1.9％

農林水産業費

0.8億円 1.4％

○平成２９年度「目的別」歳出の状況

歳出

55.6億円

人件費

9.7億円

17.4％

公債費

4.1億円

7.4％

補助費

繰出金

貸付金等

13.3億円

24.0％

物件費

10.2億円

18.4％

扶助費

8.3億円

14.9％

積立金

4.3億円

7.7％

普通建設事業費

5.4億円

9.7％

維持補修費

0.2億円

0.4％

義務的経費

22.1億円

39.7％

その他の経費

28.0億円

50.5％

投資的経費

5.5億円

9.8％

災害復旧事業費

0.1億円 0.1％

○平成２９年度「性質別」歳出の状況

0 10 20 30 40 50 60

H29

H28

（億円）

人件費

9.7億円

人件費

10.0億円

扶助費

8.3億円

公債費

4.1億円

物件費

10.2億円

維持補修費

0.2億円

補助費・繰出金

貸付金等

13.3億円

積立金

4.3億円

投資的経費

5.5億円

扶助費

8.0億円

公債費

5.2億円

物件費

10.3億円

維持補修費

0.2億円

補助費・繰出金

貸付金等

13.7億円

積立金

2.8億円

投資的経費

3.4億円

○「性質別」歳出の対前年度比

子どもやお年寄り、障害

者に対する福祉関係などの

支出である「民生費」が約

２０億円と、全体の約４割

を占めとんでよ。
また、地方創生関連事業

や道の駅整備事業で「総務
費」が昨年度から約１.5億
円増加した反面、「公債
費」は約１.１億円の減少
となったんじゃ！

義務的経費は公債費の減額
で、前年度より１.１億円減っ
たんじゃ。

ほなけど、保育園の調理室
新築工事や老人憩いの家の耐
震改修工事で、投資的経費が
２.１億円も増えたんじゃ。

また、その他の経費の内、
積立金も１.５億円増えとんよ。

歳出合計

53.6億円

歳出合計

55.6億円

－3－



平成２９年度一般会計決算概要

Ｑ3 収入はどんなもんがあって、
どのくらいの額なん？

○平成２９年度 歳入の状況

歳入

60.9億円

町 税

15.9億円

26.1％

地方交付税

16.9億円

27.8％

国・県支出金

9.3億円

15.2％

分担金・

使用料等

2.5億円

4.1％繰入金

5.0億円

8.3％

町 債

3.3億円

5.5％

譲与税・交付金

3.6億円 5.9％

繰越金

3.4億円

5.5％

諸収入等

1.0億円

1.6％

自主財源

27.8億円

45.6％

依存財源

33.1億円

54.4％

町民の皆さんに納めていただいてる
「町税」と、国から交付される「地方
交付税」が収入の主なもんなんじゃ。

町税や施設使用料など、町が独自に
調達できる『自主財源』は約2８億円
なんに対し、地方交付税や国・県から
の補助金、町の借金でもある「町債」
などの『依存財源』は約３３億円と全
体の半分以上を占めており、板野町の
財政基盤が決して強くはない、という
ことを表しとんじゃ！

○歳入の対前年度比

0 20 40 60 80

H29

H28

（億円）

町税

14.9億円

分担金・使用料等

2.8億円

繰入金

4.1億円
繰越金

2.0億円

諸収入等

1.0億円

譲与税

交付金

3.4億円

地方交付税

17.2億円
国県支出金

8.7億円

町債

2.9億円

町税

15.9億円

分担金・使用料等

2.5億円

繰入金

5.0億円

繰越金

3.4億円

諸収入等

1.0億円

譲与税

交付金

3.6億円

地方交付税

16.9億円
国県支出金

9.3億円

町債

3.3.億円

歳入合計

57.0億円

歳入合計

60.9億円

町税と繰越金が去年と比べて
増えとんやなぁ

ほうよ！
繰越金が増えたんは、前年度よりも黒字額が多かったこ

とが要因じゃ。
一方、町税が増えたんは町内企業の増収によるもんやけ

ど、景気に左右されたりするけん、町財政の今後の見通し
は決して楽観できるとはいえん状況じゃ。

安定した財政運営を行うためにも、もっと自主財源の確

保に努める必要があるわなぁ。

－4－



町 た ば こ 税 111,864千円 旧３級品以外の紙巻きたばこ 1,000本当たり5,692円

交 付 金 216千円 算定標準額（国・県所有の資産）×税率（1.4％）

軽 自 動 車 税 47,376千円 原付(50cc)年額2,000円、四輪乗用(自家用)年額7,200円など

固 定 資 産 税

土　  地 201,261千円 課税標準額（田畑、宅地など）×税率（1.4％）

家　  屋 369,019千円 課税標準額（住居、事務所など）×税率（1.4％）

償却資産 162,328千円 課税標準額（企業の機械など）×税率（1.4％）

法 人 町 民 税
均 等 割 35,101千円 １号法人（年額50,000円）～９号法人（年額3,000,000円）

法 人 割 151,962千円 課税標準額×税率（11.9％）－税額控除額

個 人 町 民 税
均 等 割 21,564千円 年額3,500円

所 得 割 491,081千円 （前年中の総所得金額等－所得控除額）×税率６％

平成２９年度一般会計決算概要

税 目 H29年度収入済額 主　　な　　内　　容

Ｑ4-1 町に納める税金て、
どんなもんなん？

Ｑ4-2 みんなが納めた税金て、
どんなふうに使われよん？

○町民１人当たりの町税の使いみち

戸籍・住民票等

の窓口業務、

中小企業や観光

振興、庁舎管理

など

28,270円 24.1%

児童やお年寄り、

障害者の福祉や

人権啓発など

30,962円 26.4%

農業土地改良、

道路や公園、

下水道の整備や

管理など

13,133円

11.2%

学校や図書館、

体育施設等の

運営管理など

12,946円

11.0%

検診や予防接種等

の保健事業、環境

対策、ごみ・

し尿処理など

14,988円 12.8%

消防組合負担金、

防災対策など

5,915円 5.0%

町債の償還など

11,173円

9.5%

【１人当たりの町税額 ： 117,387円 、H30.3.31現在住 基人口 ： 13,560人】

このように金額の多少はあっても、

税金はまちのすべての人のために、

様々な分野で使われとるんじゃ！

ほなけん、どんなことに税金を使

うてほしいんか、いま何をせなあか

んのか、っていうんを町民のみんな

にも行政と一緒になって考えてほし

いんじゃ！

Ｑ4-3 税金はちゃんと
納められよん？

85.1
87.6 87.3

89.3
90.4

97.4 97.9 97.9 98.2 98.2

75

80

85

90

95

100

H25 H26 H27 H28 H29

（％）

現年度課税分

合計分

現年度課税分はほとんど納められと

んやけど、滞納繰越分を含めた合計分

の徴収率は県内で最下位なんじゃ～！

ほなけん、役場の管理職たちで構成

する『特別徴収班』を結成して訪問徴

収・納税相談を行うなど、滞納解消に

向けた取り組みを強化しとんでよ。

税金は納期内に
納めましょう！

○町税徴収率の推移
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平成２９年度一般会計決算概要

Ｑ5-1 貯金はどのくらいあるん？
去年より増えたん？

○板野町基金残高の対前年度比

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

H29

H28

（億円）

財政調整

基金
6.5億円

財政調整

基金
5.7億円

減債基金
5.9億円

減債基金
5.9億円

特定目的基金
23.4億円

特定目的基金
22.3億円

Ｈ29年度中に貯金した
特定目的基金 1.3億円

うち、Ｈ29年度中に

特定の目的に使用

するためにおろした
貯金 1.1億円

基金残高

35.8億円

基金残高

35.2億円

うち、Ｈ29年度中におろした
財政調整基金 0.8億円

Ｑ5-2 貯金をほかの町と比べたら
多いん、少ないん？

48億円
42億円

53億円

23億円

36億円

31.9万円

18.3万円
15.2万円

19.2万円

26.4万円

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

松茂町 北島町 藍住町 上板町 板野町

（万円）（億円）

基金現在高 人口１人当たり基金現在高

○近隣町の基金残高・町民１人当たり残高の比較（H28年度）

板野町の基金残高は、昨年度から少し減少して、平成29年度末現在で総額

約35.2億円になったんでよ。

特定目的基金の主な増額分は、「地方創生基金」への積み立てで、道の駅の

整備などに備えとるんじゃ。

板野郡内では１人当たりの残高は２番目に、残高総額は４番目に位置しとる

んでよ【平成28年度決算】。

とはいえ、行政の仕事は住民サービスの向上であって、利益を上げて蓄え

を増やすことではないけん、事業と積み立てのバランスに気をつけていかな

あかんわなぁ・・・

まぁほんでも、基金は災害などいざという時や、今後のまちづくりに備え

ての貴重なお金でもあるけん、残高やその使い道をしっかりと把握しておく

ことも大事なことやと思うでよ～。
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平成２９年度一般会計決算概要

Ｑ6-1 借金はどのくらいあるん？
去年より増えたん？

○板野町地方債残高の対前年度比

30 35 40 45 50
（億円）

平成30年度以降に

返済するお金
37.6億円

平成29年度中に

返済するお金
3.8億円

地方債残高

41.4億円

平成28年度末までに借り入れて

平成30年度以降に返済するお金
37.6億円

平成29年度中に

借入したお金
3.3億円

地方債残高

40.9億円 0 10 20 30 40 50 （億円）

板野町に

居住する

人が負担

する金額
6.8億円

将来、地方交付税として

国から交付される

予定の金額
34.1億円

0

20

40

60

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

50.9 49.7 48.5 46.7 48.0 45.5 45.3 43.3 41.4 40.9

（億円）

○板野町地方債残高の推移

○近隣町の町債残高・町民１人当たり残高の比較（H28年度）

板野町の地方債残高は40.9億円で

昨年度から0.5億円の減少となった

んじゃ。

順調に残高を減らしとるけど、道

の駅の整備や既存施設の耐震・改修

などの大型事業も必要となってくる

から、計画的に借入せなあかんなぁ。

板野郡内で比べてみたら、残高で

はちょうど真ん中に位置しとるけど

町民１人当たりでは上板町と並んで

高い水準になっとんよ。

こうやってみたら結構ようけ借り

とるようなけど、残高の５分の４に

あたるお金は、地方交付税として将

来に国から交付される予定やけん、

住民の負担は５分の１で済む計算に

なるんじゃ。

借金ていうたら、ええイメージ
ではないけんど、借入れて造った
公共施設は将来の住民も利用する
じゃろ？

ほなけん、今おる住民だけでな
しに、将来の町民にも公平に負担
してもらうために、借入れをして
公共施設の整備を進めていっきょ
んでよ！

9億円

59億円
81億円

37億円 41億円
5.8万円

25.5万円
23.0万円

30.9万円 30.6万円

0

10

20

30

40

0

20

40

60

80

100

松茂町 北島町 藍住町 上板町 板野町

（万円）（億円）

地方債残高 人口１人当たり

H29末

H28末

Ｑ6-2 借金をほかの

町と比べたら多いん、
少ないん？
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○財政健全化判断比率
①板野町の財政健全化判断比率

②国が示す財政状況の健全度（危険度）の基準

財 政 再 生 基 準 20.00 30.00 35.0
この基準を超えると、財政状況が極端に悪化したと判断され、国
などの関与の下、確実な再生を図らなければならない。

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
この基準を超えると、財政状況が悪化したと判断され、自主的な
改善努力による財政健全化を図らなければならない。

国が示す基準 実質赤字比率
連結実質
赤字比率

実質公債費比率 将来負担比率 備 考

平成29年度決算 －(※) －(※) 9.5 －(※)
(※) 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字の場合、将来負担
　　比率は比率が算定されない場合「－」で表示されます。

実質赤字比率
連結実質
赤字比率

実質公債費比率 将来負担比率 備 考

財政の健全化判断比率

１年間の

公債費相当額
7.2億円

公債費の支払の

ために充てた

収入

0.2億円

Ｑ7 結局、板野町はどんなんえ!?
大丈夫なん？

ほら、ええ質問じゃわ～！

まぁ、今までみてきたグラフだけでは、貯金や借金が多すぎるんか

どうか、わかりにくいかもしれんなぁ。

ほんなら、まちの財政の健全度や危険度がどのくらいなんか、

わかりやすい指標にして、みてみようかぁ。

ここでは、まちの財政状況がどうなっとんかを住民に理解してもらう

ために、国が公表を義務づけた「４つの指標」をみてもらうわな！

ん～、何やわかりにくいなぁ・・・

比率が出てないんは、ええことやと思うんやけど、
比率のある「実質公債費比率」って

結局のところ、どんなんえ～!?

公債費のうち

交付税措置を

された額

4.0億円

公債費の

元利償還金

（一般財源に

よる支払額）

2.8億円

公債費と同じように

分割で償還している金額

0.2億円

4.0億円

特定の目的のために収入されるお金以外の板野町の収入公債費の財源

として交付さ

れた交付税額

Ａ 31.7億円

実質的な借金の

支払に必要な
一般財源の額

板野町が１年間に標準的な行政サービスを行うために必要な金額 35.7億円

Ｂ 3.0億円

Ａ 31.7億円
＝ 9.5％

ほうやなぁ、数値と言葉だけではわかりにくいわなぁ。

「実質公債費比率」は、板野町の標準的な状態で収入される見込みの

町税などの一般財源（標準財政規模）のうち、公債費（借金の返済や

利子）などにどれだけ使ったかを表す比率のことなんじゃ！

これらの比率についての詳しい説明は、板野町ホームページで

掲載しとるけん、また見に来てくれるでぇ!?

分

子

分

母

Ｂ 3.0億円
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みんなで支え合う
安心な暮らしの仕組みづくり

１．地域福祉の推進

２．保健・予防の充実

３．子育て支援の充実

４．高齢者福祉の充実

５．障がい者福祉の充実

第１章
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【 財 源 】　　県 ： ２６１万円　　町 ： ７３万円

　民生委員は、それぞれ担当区域内で地域福祉増進のために幅広い活動を行っています。

民生委員の活動を支援するため、板野町社会福祉協議会を通じて活動費を支給しました。

　毎月定例会を開催し、専門部会による研修会なども行いました。

・委員数　　３８人（うち、主任児童委員　３人）

　国民健康保険は相互扶助の精神により、被保険者の病気やけが、出産及び死亡などに

対する保険給付を行う社会保険制度として、地域医療の確保と町民の健康増進に大きく

貢献するとともに、重要な役割を果たしています。

　国民健康保険の運営は、国・徳島県及び板野町（保険者）による負担金と被保険者か

らの保険税を財源として行っています。

　国民健康保険に係る事務を行い、国民健康保険の安定的な運営を推進するとともに、

療養給付費の支払いのほか、高額療養費や出産育児一時金の支給などを行いました。

国保加入世帯数・被保険者数（平成３０年３月３１日現在）

　後期高齢者医療は、国・徳島県、保険者である県内市町村からの負担金や後期高齢者

医療被保険者の保険料、各医療保険被保険者の保険料などを財源として後期高齢者医療

広域連合が運営しています。板野町からも療養給付費負担金を支払っています。

・被保険者数　　2,061人（平成30年３月31日現在）

３７人

３,３２４人

退 職 被 保 険 者 等

一 般

３,３６１人

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

区　　　　分
世帯数・

被保険者数

１,９５７世帯

被 保 険 者

世 帯 数

合 計

地域福祉の推進１

国民健康保険事業 （住民課）

後期高齢者医療事業 （住民課）

３３４万円民生・児童委員活動推進事業 （福祉保健課）

第
1
章
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【 財 源 】　　町 ： ２,７７７万円

　町と委託契約を締結した県内指定医療機関で

予防接種を実施しました。

予防接種

高齢者肺炎球菌

65歳  70歳  75歳  80歳  85歳
90歳  95歳  100歳
60歳以上65歳未満で身障１級程度
　　（心臓、呼吸器、腎臓）該当者

１回 ３６７人 

子宮頸がん 中学１年生から高校１年生相当の女子 ３回 ０人 

インフルエンザ
65歳以上
60歳以上65歳未満で身障１級程度
　　（心臓、呼吸器、腎臓）該当者

２回

１回 １,６４８人 

ヒブ
①２ヶ月以上７ヶ月未満の乳児
②７ヶ月以上１歳未満の乳児
③１歳以上５歳未満の乳幼児

　①計４回
　②計３回
　③１回のみ

３６０人 

小児用肺炎球菌

①２ヶ月以上７ヶ月未満の乳児
②７ヶ月以上１歳未満の乳児
③１歳以上２歳未満の乳幼児
④２歳以上５歳未満の乳幼児

　①計４回
　②計３回
　③計２回
　④１回のみ

11歳以上13歳未満 １回 ７６人 

日本脳炎

Ⅰ期（６ヶ月～90ヶ月(７歳半)未満）
・初回…６～28日間隔
・追加…Ⅰ期初回から１年経過後
Ⅱ期（９歳以上13歳未満）

Ⅰ期
　初回：２回
　追加：１回
Ⅱ期　：１回

４６９人 

水痘 １９０人 12～36ヶ月未満

麻疹風疹混合
１期（12ヶ月～24ヶ月未満）
２期（５歳～７歳未満(小学校就学前)）

四種混合
(ジフテリア・破傷風
　・百日せき・ポリオ)

３ヶ月～90ヶ月(７歳半)未満
・初回接種…３～８週間隔で３回
・追加接種…初回３回目から
　　　　　　１年以上あけて１回

接種回数
接種人数

(延べ人数)
接　種　名 対　象　年　齢

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

１回 ８７人 

Ｂ型肝炎 12ヶ月未満
初回：２回
追加：１回

２６２人 

ＢＣＧ 12ヶ月未満

２回 １８２人 

初回：３回
追加：１回

３５７人 

３６７人 

二種混合
　　(ジフテリア・百日せき)

保健・予防の充実２

２,７７７万円予防接種事業 （福祉保健課）

第
1
章
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【 財 源 】　　国 ： １８万円　　県 ： １２万円　　町 ： ８３万円

　妊婦及び出産後の子どもと保護者を対象に、保健師や助産師などによる子育ての正し

い知識の普及や子育てに関する必要なサービスの情報提供を行い、訪問や相談による保

護者の育児不安の軽減や健全な母性の育成支援を行いました。

母子健康教室・相談事業

人

人

人

人

人

【 財 源 】　　町 ： ９９３万円

　妊婦及び胎児の命と健康を守るため、妊婦健診（妊婦１人につき14回を上限）費用の

助成を行いました。

　また、出産後子どもの成長発達や、病気の早期発見のために乳児一般健康診査の１回分

を助成しています。

　・母子健康手帳の交付件数　　　８６件

　・妊婦健診受診件数　　　　　９９９件（延べ件数）

【 財 源 】　　県 ： ８万円　　町 ： １５８万円

子どもの順調な成長発達と健康を守るため、乳幼児期に健康診査を実施しました。

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

２歳児歯科健診 ８９ ７６

先天性股関節脱臼検診 １７１ １２９

３歳児健診 ７９ ６７

１歳６ヶ月児聴力検査 １０１

８６ ８０

９３

９～1０ヶ月 ９６ ７８

１歳６ヶ月児健診 ９９ ９２

１歳児健診

思春期教育事業 451

区 分 対象児数 受診児数

乳児健診

３～４ヶ月 ８９ ７８

６～７ヶ月

20

離乳食教室 129

妊産婦訪問 72

乳幼児訪問 72

参加者人数

ベビーマッサージ教室

１０１ ８２

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

区 分

１１３万円育児等健康支援事業 （福祉保健課）

９９３万円母子保健事業 （福祉保健課）

１６６万円乳幼児健診事業 （福祉保健課）
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【 財 源 】　　国 ： ３８万円　　その他 ： １４７万円　　町 ： １,０００万円

　生活習慣病の早期発見を目的として、40歳以上を対象とした健康診査（生活保護受

給者のみ)、がん検診、肝炎ウイルス検査などを実施しました。

　また、子宮がんや乳がんに係る検診については無料クーポンを配布して、受診率の

向上を図りました。

健康診査・がん検診

人

人

人

人

人

人

人

人

【 財 源 】　　町 ： ４２８万円

　夜間や休日等の救急患者受け入れを確保するため、板野郡医師会と連携を図り、救急

医療サービスを実施しました。

◆在宅当番医制運営事業

　日曜・祝日に当番医を定め、外来診療により救急患者に対応しています。

◆病院群輪番制運営事業

　休日・夜間などに入院や手術が必要な重症患者に対する医療(二次救急医療)を行って

います。本町関係では、４医療機関が順番で救急医療を行っています。

対象者 受診者数

40歳以上男女

７３１

３３７

40歳以上男女

40歳以上女性

胃がん検診

肝炎ウイルス検査 40歳以上男女 ８９

前立腺がん検診 50歳以上男性

子宮がん検診 20歳以上女性

肺がん検診 40歳以上男女

２７２

７１３

２６８

３５８

大腸がん検診 40歳以上男女

乳がん検診

３

区 分

健康診査(生保)

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

１,１８５万円健康診査事業 （福祉保健課）

４２８万円救急医療対策事業 （福祉保健課）
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【 財 源 】　　町 ： ３,４１２万円

　健全な遊びをとおして、児童の健康増進や豊かな情操を育むことを目的とし、異年齢

の子どもたちが集い交流することにより自主性や社会性を高めるなど、児童の健全育成

の推進を図りました。

【 財 源 】　　国 ： １６２万円　　県 ： ６４万円　　その他 ： １１万円　　町 ： ７０７万円

　平成27年4月から施行された子ども・子育て支援新制度に基づき、子育て世帯を

様々な形でサポートし、地域全体で家庭の子育て力を高めるために、病児保育事業や

ファミリーサポートセンター事業等を実施しました。

※ファミリーサポート … 育児など子育ての援助をしてほしい人と援助したい人が会員となる

　組織(ファミリーサポートセンター)を設立し、地域で子育て援助活動をすることで、仕事と

　育児の両立支援と地域の子育て支援を行う制度です。

※病児保育 … 共働きの保護者等が病気の子どもの養育が困難な場合に、町が委託した施設で

　子どもを一時的に預かる制度です。

【 財 源 】　　国 ： １億３,１５６万円　　県 ： ２,８６０万円　　町 ： ２,８４０万円

　０歳から15歳までの児童を養育している父母等に対し、子どもの年齢や人数、世帯

の所得状況等に応じて児童手当の給付を行いました。

【 財 源 】　　県 ： ２,４８４万円　　町 ： ４,１６８万円

　子育て中の家庭の経済的負担を軽減し、安心して子育てができるよう、０歳から中学

３年生までの通院・入院に要する医療費の自己負担額について、全額を助成しました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

子育て支援の充実３

３,４１２万円児童館運営事業 （住民課）

【板野東児童館】 【板野西児童館】 【板野南児童館】

１億８,８５６万円児童手当給付事業 （住民課）

６,６５２万円子どもはぐくみ医療費助成事業
（住民課）

９４４万円子ども子育て支援対策推進事業 （住民課）
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【 財 源 】　　国 ： ５１９万円　　県 ： ２６１万円　　その他 ： ４１２万円　　町 ： ７,２１６万円

　板野保育園、わかば保育園の運営を行いました。

通常保育のほか、午後７時までの延長保育と一時

預かり事業を実施しています。

　また、平成29年度より保育料の無償化を実施

しており、子育て世代の経済的負担を軽減するこ

とにより、子育て支援策のさらなる充実を図って

います。

【 財 源 】　　国 ： １２３万円　　県 ： １２３万円

　地域の子育て支援情報の収集や提供に努め、子育て全般に関する専門的な支援を行う

拠点として機能するとともに、既存のネットワークや子育て支援活動を行う団体などと

連携しながら、地域の子育て力を高める取組みを行いました。

【 財 源 】　　国 ： ４,９９０万円　　町債 ： ４,４９０万円　　町 ： ３,０９１万円

　さらなる保育環境の充実を図るため、平成30年

４月の板野保育園とわかば保育園の統合にあたり、

国の地方創生拠点整備交付金を活用し、板野保育園

の調理室新築工事を実施しました。

【 財 源 】　　町 ： ５４９万円

　町内に一年以上継続して在住する75歳以上の高齢者（一部対象外となる場合あり）

に対してタクシー券を交付し、外出や買い物・通院等を

支援することで生活範囲の拡大と社会参加を促進し、

経済的負担の軽減と引きこもり・認知症の予防を目的

として、高齢者福祉の向上を図りました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

高齢者福祉の充実４

８,４０８万円保育園運営事業 （板野保育園・わかば保育園）

２４６万円地域子育て支援拠点事業 （板野保育園）

５４９万円高齢者タクシー利用助成事業 （福祉保健課）

第
1
章

１億２,５７１万円保育園調理室新築事業 （板野保育園）

－15－



【 財 源 】　　町 ： １,１４０万円

　長年にわたり地域や社会に貢献された高齢者に対し、感謝と敬意を表するとともに、

その健康と長寿を祝うことを目的として、敬老会を開催し敬老年金を支給しました。

　平成29年度の敬老会は９月18日の敬老の日に、ご招待者をはじめ総勢約300名の方

にご参加いただき、開催いたしました。

◆敬老年金（75歳以上）２,０１０人

◆敬老祝い金（100歳到達者） ２人

◆記念品

　・８０歳 １３７人

　・８８歳（米寿） ７９人

　・９０歳 ６３人

　・９５歳 ２２人

　・100歳 ２人

　・100歳超 ７人

　・金婚 １７組

　・ダイヤモンド婚 ４組

　高齢者が必要とする医療・保健・福祉サービス等が利用できるように、被保険者の資

格管理や要介護・要支援認定等の窓口業務を行い、介護給付費の適正化に努め、健全な

介護給付を推進しました。

【保険給付費】

　・介護サービス費　　    9億6,757万円

　・介護予防サービス費　      4,012万円

　・高額介護サービス費　      2,086万円

○要介護（要支援）認定者数【平成29年度末現在】

18

144

2 1

16 6

155

要介護
計

98

96113

4

167 176 118

78

97

172

58

72

5

6 7 89

83857

856

50 749

総　　数 160

51

163

17

第２号被保険者
　(40歳～64歳)

4

141

2 3 4

79

第１号被保険者

90

65歳～74歳

75歳以上

1

159

要支援

1 2 1

1918

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

１,１４０万円敬老事業 （福祉保健課）

介護保険事業 （福祉保健課）
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【 財 源 】　　町 ： １,９８４万円

　社会福祉協議会は町民の皆さんや各種関係機関・団体などと連携し、地域福祉の推進

を図っています。社会福祉協議会が地域福祉の中心的役割を担い、町民が支えあいなが

ら安心して暮らせるまちとなるよう、町から補助金を支出しました。

【 財 源 】　　その他 ： １０５万円　　町 ： ７４万円

　町内の一人暮らしの高齢者や介護の必要な方のために、健康維持や自立生活の継続な

どを目的として、栄養バランスのとれた食事を定期的に宅配するサービスを行いました。

【 財 源 】　　国 ： ４,５９２万円

　平成26年４月の消費税率引き上げに伴う、低所得者への負担の影響を緩和するため、

臨時的な措置として臨時福祉給付金の給付を行いました。

【 財 源 】　　その他 ： ４,２８６万円

　65歳以上で、環境上及び経済的な理由により

居宅において生活することが困難な方が入所する

養護老人ホームの運営を行いました。

　平成30年３月末現在の養護老人ホーム「しあ

わせの里」の入所者は３２名で、そのうち７名が

板野町の措置者となっています。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

４,５９２万円臨時福祉給付金給付事業 （福祉保健課）

１,９８４万円社会福祉協議会助成事業 （福祉保健課）

１７９万円配食サービス事業 （福祉保健課）

４,２８６万円養護老人ホーム運営事業 （老人ホーム）
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【 財 源 】　　県 ： １,８４９万円　　町 ： １,９０８万円

　心身に一定の障がいを持つ方の保健の向上及び福祉の増進を図ることを目的とし、重

度心身障がい者に対して、その医療費の一部を助成しました。

【 財 源 】　　国 ： ３６７万円　　県 ： １８４万円　　町 ： ９６７万円

　障がい者が有する能力や適正に応じ、自立した生活を営むことができるよう、各種支

援事業等サービスの提供などを行いました。

【 財 源 】　　国 ： ２億１,６６４万円　　県 ： １億４０４万円　　町 ： １億３７０万円

　障がいのある方が、その種別（身体・知的・精神障がい）にかかわらず、

共通の福祉サービスの中から必要とするサービスを

自ら選択し、事業者や施設と契約を結んで利用した

サービスに要した経費の一部について給付を行いま

した。

【 財 源 】　　国 ： １,４８０万円　　県 ： ７４２万円　　町 ： １,８４１万円

　自立支援医療制度は、障がいのある方の医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療

制度です。

　収入や所得、障がいの状況に応じて一ヶ月あたりの負担の上限額が決められており、

無制限に負担が大きくならないように軽減措置を実施しました。

第１章　みんなで支え合う安心な暮らしの仕組みづくり

障がい者福祉の充実５

３,７５７万円重度心身障がい者医療費助成事業
（福祉保健課）

４億２,４３８万円障がい福祉サービス事業 （福祉保健課）

４,０６３万円自立支援医療給付事業 （福祉保健課）

１,５１８万円地域生活支援事業 （福祉保健課）
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安全で美しい田園空間づくり

１．適切な土地利用の推進

２．防災・防犯体制の向上

３．循環型まちづくりの推進

４．上下水道事業の推進

第２章
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【 財 源 】　　県 ： ４０万円　　その他 ： ３００万円　　町 ： １,５０１万円

　近い将来の発生が危惧される南海トラフ巨大地震をはじめ、大型台風や集中豪雨等の

大規模災害から住民の生命や財産を守るため、災害対策の強化を図りました。

　平成29年度は、指定避難施設である老人憩の家等

（５箇所）に簡易備蓄庫を設置し、非常食や救援物資

などを備蓄するとともに、震度５弱以上の揺れで自動

解錠する鍵ボックスを併せて設置し避難所と簡易備蓄

庫の鍵を保管することにより、災害時に避難者への

迅速な対応ができるようにしました。

【 財 源 】　　町 ： ５７万円

　東日本大震災や近年の風水害の多発、南海トラフにおける巨大地震の発生確率も年々

高まっていることから、住民の防災減災施策に対する関心も非常に高くなっています。

　平成29年度は東小学校、町民ふれあいプラザ、南小学校の３ヶ所で防災訓練を行い

町民の方や町内３小学校の児童等約１,２００人が参加し、

町内で震度６強の地震を観測し、避難所が開設されたとの

想定で避難訓練に取り組んでいただきました。

　また、避難所では、新聞紙スリッパ・簡易雨量計の作成

や液状化実験なども行いました。

【 財 源 】　　町 ： ９２８万円　　その他 ： ２万円 消防団の出動状況

　火災の未然防止や発生時の初期消火活動、

台風などによる災害発生時の迅速な対応と

被害の最小化を図るため、消防団活動の推

進を図りました。

幹部会議等

消防団出初式80人1日その他

510人

会議

非常呼集訓練

捜索活動等

文化財防火訓練

防災避難訓練

操法大会・訓練

年末警戒・火災
予防パレード

145人

50人4日

行方不明者捜索

台風18号他

50日演習・訓練

2日予防・警戒

56人2日

延人数

0人

3日

0日

延日数

建物火災等

出動区分 摘　要

182人水防出動等

第２章　安全で美しい田園空間づくり

９３０万円消防団活動推進事業 （総務課）

１,８４１万円災害対策事業 （総務課）

５７万円防災訓練事業 （総務課）

防災・防犯体制の向上２
第
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【 財 源 】　　町 ： ３８３万円

　万一の火災や台風などの災害発生時に、効率的な対策・対応を行うための消防施設

（詰所、車両、消火栓等）の維持管理を行いました。

【 財 源 】　　町 ： １０１万円

　交通安全思想の普及及び指導の徹底、交通指導員の育成・強化を図るとともに、町内

の交通事故の防止を図るため、交通安全に関する活動を行う団体の運営に必要な経費に

対して補助金の交付を行いました。

【 財 源 】　　国 ： １０２万円　　県 ： １２５万円　　町 ： １４３万円

　町内における、地震に対して倒壊等の危険性の高い木造住宅の耐震性の向上を図り、

地震に強いまちづくりを推進するため、木造住宅の耐震診断及び耐震

リフォーム工事などに係る費用の一部について補助金を支出しました。

　・耐震診断　　　　（１２件）　１１４万円

　・耐震改修　　　　　（３件）　２２６万円

　・住替え支援　　　　（１件）　　３０万円

【 財 源 】　　国 ： ２００万円　　県 ： １,４５０万円　　町 ： ４４９万円

　町の避難所に指定されている施設について、順次耐震診断を行い、必要に応じて耐震

改修工事を実施します。

　平成29年度は、高樹・矢武老人憩の家の２ヶ所の耐震改修工事を行いました。

【 財 源 】　　国 ： １７３万円　　町 ： １７３万円

　町内における空き家に適切な管理をするよう指導したり、空き家の活用を促進できる

ようにするため、町内の空き家の実態調査を行いました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

３８３万円消防施設維持管理事業 （総務課）

１０１万円交通安全運動団体育成事業 （総務課）

３７０万円木造住宅耐震支援事業 （建設課）
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２,０９９万円老人憩の家耐震事業 （福祉保健課）

３４６万円空き家対策事業 （環境生活課）

－21－



【 財 源 】　　その他 ： ３２１万円　　町 ： ３,９０８万円

　生ごみやリサイクルに適さない紙類などの可燃ごみの収集と、収集のためのごみステー

ションの維持管理を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ２２万円

　生活環境を守るため、廃棄物の不法投棄防止

対策を強化するとともに、道路・河川・山林等

に投棄された廃棄物の迅速な回収と適正な処理

を行いました。

　また、定期的に町内を巡回するなどし、不法

投棄防止対策に努めました。

【 財 源 】　　町 ： １,１８６万円

　循環型社会を目指し、古紙や金属類、カン類など資源ごみの回収を行い、リサイクル

を推進することにより、ごみの減量化や地球に配慮した環境づくりと、町民のみなさん

の環境意識の向上を図りました。

　また、ごみの減量化のため、生ごみ処理機器を購入した人に対して助成を行いました。

　毎月第２、第４月曜日(祝日・年末年始を除く)と第３日曜日には、板野町環境センター

で大型複合ごみや有害ごみと併せて資源ごみの回収も行いました。

【 財 源 】　　その他 ： ６９０万円　　町 ： ５,８３４万円

　町内で下水道を利用している地域以外のし尿や浄化槽汚泥の処理を行いました。

　同センターは、築30年が経過しており、処理機器等のメンテナンス及び施設の修繕

なども行いました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

循環型まちづくりの推進３

２２万円不法投棄物処理等事業 （環境生活課）

４,２２９万円ごみ処理事業 （環境生活課）

１,１８６万円地球温暖化対策事業 （環境生活課）

６,５２４万円
し尿処理施設(ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ)管理運営事業
（環境生活課・クリーンセンター）

第
2
章

－22－



【 財 源 】　　国 ： ２３４万円　　県 ： ４４万円　　町 ： ４４４万円

　公共下水道整備区域外での生活排水による水質汚濁を防止し、公衆衛生の向上と生活

環境の保全を図るため、合併浄化槽設置補助金の交付を行い、合併浄化槽の設置を推進

しました。

・補助件数　３０件（５人槽 ２２件、７人槽 ７件、１０人槽 １件）

【 財 源 】　　国 ： ７,７５０万円　　町債 ： １億 ２１０万円　　その他 ： １３９万円　　町 ： ２３４万円

　快適な生活環境を確保するため、公共下水道の計画的な整備や排水の適正処理を図り、

整備の完了した区域から供用を開始しています。

　平成29年度は、大寺、犬伏、川端の各地区の一部で整備を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ３,３２０万円

　下水処理を行う浄化センターは、徳島県が主体となって運営しており、旧吉野川流域

の２市４町（板野町と徳島市(吉野川北岸)、鳴門市、松茂町、北島町、藍住町）がそれ

ぞれ負担金を支出しています。併せて町有施設の維持管理も行っています。

【 財 源 】　　加入金 ： ２９３万円　　開発負担金 ： １１４万円　　工事負担金 ： ３１３万円

　　 　     　　補助金 ： ７２６万円　　町債 ： ８,０００万円　　町 ： １,２８４万円

　板野町の生活用水は、新田地区及び西中富・中久保地区の地下水を水源とした上水道

によって供給しています。安全でおいしい水を供給するため、計画的に水道施設の整備

を行っています。

　平成29年度は、大寺地区で配水管の布設替工事と吹田浄水場で、ろ過機ろ材表層入

替工事を実施しました。

第２章　安全で美しい田園空間づくり

１億８,３３３万円公共下水道事業 （下水道課）

３,３２０万円下水道施設の維持管理 （下水道課）

１億７３０万円水道施設整備事業 （水道課）

上下水道事業の推進４

７２２万円合併浄化槽整備事業 （下水道課）
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連携強化による産業づくり

１．農業の振興

２．商工業の振興

３．観光の振興

４．基幹産業のブランド化と産官学の交流促進

第３章
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【 財 源 】　　県 ： ４２１万円　　町 ： １４１万円

　農業・農村の有する多面的機能（洪水や土砂崩れの防止、自然環境の保全、美しい

風景の形成などの様々な働き）の維持・発揮を図るための地域活動に取り組む団体に

対して、交付金を交付しました。

【 財 源 】　　県 ： １８４万円

　経営所得安定対策の実施に係る推進活動や要件確認等に必要な経費を事業実施主体で

ある板野町農業再生協議会に対し助成し、農業経営の安定と生産力の確保を図るととも

に食糧自給率の向上と農業の多面的機能の維持に努めました。

【 財 源 】　　県 ： ５２５万円

　次世代を担う農業者となることを志向する経営開始

直後の新規就農者に対して資金を交付する事業です。

　力強い農業の振興と担い手の育成のため、国の補助

事業を活用して新規就農者を支援しました。

　平成29年度は４件の給付を行いました。

【 財 源 】　　県 ： １８万円　　町 ： ３６２万円

　イノシシ・サルなどの有害鳥獣から農家の作物を守るため、有害鳥獣の駆除を実施

しているほか、平成23年度からは鳥獣による田畑への侵入防止のため、「防護柵等の

資材提供」を実施しています。

　平成27年度より、板野町有害鳥獣対策協議会と連携し、サル用大型捕獲檻による

サルの群れ捕獲を試みました。

主な有害鳥獣の捕獲実績 単位(頭、匹) 防護柵等整備状況

21戸(  2.8ha)

L= 2,600m平成28年度

L= 2,850m 31戸(  4.3ha)

42戸(  5.5ha)

46戸(  5.1ha)

L= 2,000m

合 計 L= 10,130m

L= 2,680m

捕獲数 年　度

平成27年度

カラス

イノシシ 140 平成26年度

鳥獣名

ハクビシン 1

合 計 147

2 平成29年度

アライグマ 0 140戸(17.7ha)

タヌキ

3

シカ 0

第３章　連携強化による産業づくり

柵の延長 受益戸数

サル 1

農業の振興１

３８０万円鳥獣被害対策事業 （産業課）

５６２万円多面的機能支払交付金事業 （産業課）

５２５万円農業次世代人材投資事業 （産業課）

１８４万円経営所得安定対策等推進事業 （産業課）

第
3
章

－26－



【 財 源 】　　県 ： １万円　　町 ： ３７８万円

　商工業の振興のため、商工会が開催する経営

相談や各種研修会などへの補助、商工会及び商

工会に属する企業・団体などの育成と活動支援

を行いました。

【 財 源 】　　県 ： ７８８万円　　その他 ： １０万円　　町 ： ６５万円

　消費者が消費生活に関する知識を習得し、自主的かつ合理的に行動することで、健全

な消費生活を営むことができるよう努めました。

　また、消費生活に関する講座等を開催することによって、様々な情報に接する機会の

積極的な提供を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ６６８万円

　消費の喚起と地域商業の活性化を図るため、商工会が発行するプレミアム付商品券の

発行経費に対して、補助金及び負担金の支出を行いました。

【 財 源 】　　使用料 ： ６,４８６万円　　その他 ： １９９万円　　町 ： １,７８１万円

　平成14年に開業した「あせび温泉やすらぎの郷」は、

大坂甚左原から湧き出る水量豊かな鉱泉を使用し、町民を

はじめとする利用者の方々に良質な湯を堪能していただい

ています。

　施設周辺の歴史や四季折々の借景を楽しみながら、憩い

や潤いの場として、幅広い交流の場として、また健康づく

りの場として利用していただけるよう努めました。

第３章　連携強化による産業づくり

商工業の振興２

観光の振興３

３７９万円商工振興事業 （産業課）

６６８万円プレミアム付商品券発行費補助事業
（産業課）

８６３万円消費者生活対策事業 （産業課）

８,４６６万円あせび温泉やすらぎの郷運営事業 （産業課）
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【 財 源 】　　町 ： ４,２３６万円

　徳島県に「徳島版地方創生特区」として認定を受けた「いたの再興新南海道戦略」に

基づき、町の各種物産の販売・ＰＲ拠点及び防災拠点として整備を進める「道の駅」の

基本計画策定業務、補償調査業務の委託を行いました。

【 財 源 】　　県 ： ５００万円　　町 ： １３８万円

　徳島県に「徳島版地方創生特区」として認定を受けた「いたの再興新南海道戦略」に

基づき「情報通信・ＩＣＴ関連企業等」誘致を目的

とした施設整備等を行っています。

　平成29年度は、大坂御番所跡駐車場の整備を行

いました。

【 財 源 】　　県 ： ６２万円　　その他 ： ２５万円　　町 ： ６３万円

　町内農産物を使用した商品のさらなる販路拡大のため、徳島県と６市町で構成される

「とくしま六次産業推進連携協議会」の事業として

首都圏で開催された商談展示会に参加しました。

第３章　連携強化による産業づくり

基幹産業のブランド化と産官学の交流促進４

６３８万円サテライトオフィス誘致事業 （総務課）

１５０万円農産物六次産業化促進事業 （産業課）

４,２３６万円道の駅整備事業 （建設課）
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人・もの・情報が集う
都市基盤づくり

１．市街地環境の整備

２．道路・交通機能の充実

３．公共空間の整備・促進

第４章
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【 財 源 】　　町 ： ８６８万円

　明るい犯罪のない町づくりの推進を図るため、防犯灯の設置や修繕を行いました。

　また、省エネや環境に配慮するため、防犯灯のLED化を

推進しました。

　・町管理防犯灯総数　　　　 1,568本

　　　うち平成29年度新設分　　 15件 （平成３０年３月３１日現在）

　　　うちLED化防犯灯総数　　938本

【 財 源 】　　国 ： ９４６万円　　町債 ： ７００万円　　町 ： １,３６０万円

　板野中学校北にある町道と県道との交差点は、道幅が狭いうえ、近隣の中学校の通学路

であり、朝夕の通勤・通学時には非常に危険な状態であるため、生徒達の安全な通行の確

保を目的に、国の交付金を受け、交差点の改良工事を行いました。

【 財 源 】　　国 ： ６３４万円　　町債 ： ４６０万円　　町 ： ６０万円

　主要な道路について、路面性状調査の結果を基に舗装

修繕を行い、地域道路網の安全性・信頼性の確保を図り

ました。

【 財 源 】　　国 ： ２,２２７万円　　町債 ： １,５６０万円　　町 ： ５６１万円

　老朽化した橋梁の長寿命化、修繕費用等の縮減、地域道路網の安全性確保を図るため、

「板野町橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、舟橋と山田橋の修繕工事を行いました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

市街地環境の整備１

道路・交通機能の充実２

８６８万円防犯灯整備・維持管理事業 （総務課）

１,１５４万円舗装修繕事業 （建設課）

３,００６万円町道交差点改良事業 （建設課）

４,３４８万円橋梁長寿命化修繕事業 （建設課）
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【 財 源 】　　国 ： ７２１万円　　町 ： ５９１万円

　板野町が管理する橋梁235橋のうち６０橋について定期点検を行い、地域道路網の

安全性・信頼性の確保に努めました。

【 財 源 】　　町債 ： ２,１８０万円　　町 ： ２５８万円

　老朽化した水路更新工事及び道路拡幅工事等を行い、生活道路の利便性の確保を

図りました。

　・町道191号線      　　472万円

　・町道787号線         　648万円

　・町道1178号線       1,318万円

【 財 源 】　　町 ： ６,７７７万円

　道幅の狭い箇所の拡幅工事や町民の日常生活に必要な

生活道路などの新設、維持補修を行いました。

【 財 源 】　　町 ： ２３７万円

　歩行者の安全確保や自動車交通の円滑化を図るため、防護柵（ガードレール、ガード

パイプ等）や道路反射鏡（カーブミラー）などを設置しています。

　平成29年度は16ヶ所の整備を行いました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

６,７７７万円町単独土木事業 （建設課）

１,３１２万円橋梁定期点検事業 （建設課）

２,４３８万円地方道路等整備事業 （建設課）

２３７万円交通安全施設整備事業 （建設課）
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【 財 源 】　　県 ： １９１万円　　その他 ： ４０万円　　町 ： 　３万円

　生後90日を超えて、登録申請のあった飼い犬には「鑑札」

を、狂犬病予防注射を受けた犬には「注射済票」を、

それぞれ交付しました。

【 財 源 】　　町 ： １１１万円

　快適で衛生的な生活環境を確保するため、自治会などが自主的に取り組む排水路など

の清掃活動への助成を行いました。道路の草刈りや水路の浚渫作業を行った団体に対し、

作業参加人数に応じた活動補助金を交付し、29年度は57団体の申請がありました。

【 財 源 】　その他 ： ２,３９３万円　　町 ： １,３８７万円

　町営住宅１４団地(全６８棟)、５８２戸の修繕

や周辺の環境整備を行うとともに、家賃収納率の

向上に努めました。

　平成29年度は、山下団地の駐車場用地の購入も

行いました。

第４章　人・もの・情報が集う都市基盤づくり

公共空間の整備・促進３

１１１万円排水路環境美化推進事業 （環境生活課）

２３４万円動物愛護・適正管理事業 （環境生活課）

３,７８０万円町営住宅維持管理事業 （建設課）
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学びと文化が香るまちづくり

１．人権の尊重と共生社会の形成

２．児童・生徒の教育環境の整備充実

３．生涯学習・生涯スポーツの促進

４．歴史・文化の継承と創造
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第５章　学びと文化が香るまちづくり

【 財 源 】　　県 ： ２３０万円　　町 ： ７７万円

　地域社会の全体の中で福祉の向上や人権啓発の

住民交流の拠点となる開かれたコミュニティセン

ターとして、生活上の各種相談事業や人権課題の

解決のための各種事業を総合的に実施しました。

【 財 源 】　　県 ： ２１万円　　町 ： ９７万円

　町民一人ひとりの人権が尊重され、差別や偏見の

ない「心豊かな人権文化のいきづくまちづくり」を

推進し、あらゆる人権問題・同和問題の解決に向け

た施策に取り組んでいます。

　平成29年度は、フルート・オカリナ奏者である

さくらい　りょうこさんによる「今、ここにある

幸せに心からの感謝を」と題した講演などを開催

しました。

【 財 源 】　　町 ： ３５８万円

　同和問題をはじめ、女性・子ども・高齢者・障がい者・外国人などに対する様々な人

権侵害をなくすため、学校の先生と役場職員とが合同で参加する研修会を実施したり、

四国地区・全国の人権教育などの研究大会に参加しました。

【 財 源 】　　国 ： ７２万円　　県 ： ８９万円　　その他 ： ９５万円　　町 ： ６,０１４万円

　幼稚園において、同年齢の幼児が相互に遊び、保育士がその遊びを指導することに

より、幼児の社会性向上や心身の健全な発育に努めました。

　平成29年度は、各幼稚園の耐震診断と東幼稚園の用地購入も行いました。

平成29年度 人権講演会

人権の尊重と共生社会の形成１

児童・生徒の教育環境の整備充実２

３０７万円隣保館基本事業 （人権コミュニティ課）

１１８万円人権啓発推進事業 （人権コミュニティ課）

３５８万円人権教育事業 （教育委員会）

６,２７０万円幼稚園運営事業 （教育委員会）
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【 財 源 】　　その他 ： １２４万円　　町 ： ５,８２５万円

　児童や生徒が充実した学校生活を送ることができるよう、学校運営に取り組んで

います。

小学校児童数　(　)内は特別支援学級数(外数) 平成２９年５月１日現在

中学校生徒数　(　)内は特別支援学級数(外数) 平成２９年５月１日現在

【 財 源 】　　町 ： ２４７万円

　国際化社会で活躍する人材育成を目的に、小さい頃から英語に慣れ親しむため、

幼稚園や小学校で簡単な英会話を実践する事業を実施しました。

【 財 源 】　　その他 ： ３,０１５万円　　町 ： ９,４３８万円

　板野町単独の学校給食センターとして、町内の幼稚園児や小中学生達に安心安全な

給食を提供しました。

【 財 源 】　　町 ： １３６万円

　親子で絵本に親しみを持つことができるように、絵本作家の講演会を開催し、子ども

たちの読書活動を支援していく環境づくりに取り組みました。

　平成２９年度は、町内全域の幼稚園・小中学校の児童生徒が希望する本を、１人１冊

購入しました。購入した本は、学級や図書室に置いて、友達がリクエストした本も読む

ができます。読む力をつけることで学力の基礎を育み、また、子どもたちの豊かな感性

を養うことにもつながっています。

学　校　名 生 徒 数 学 級 数

板野中学校 ３３０人 １１学級(２)

板野南小学校 １４４人 ６学級(２)

合 計 ６１５人 ２５学級(９)

板野東小学校大坂分校 ４人 １学級(０)

板野西小学校 １３１人 ６学級(２)

学 級 数

板野東小学校 ３３６人 １2学級(３)

第５章　学びと文化が香るまちづくり

学　校　名 児 童 数

５,９４９万円学校運営事業 （教育委員会）

２４７万円子ども外国語活動支援事業 （教育委員会）

１億２,４５３万円学校給食事業 （給食センター）
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【 財 源 】　　その他 ： ５００万円　　町 ： ９００万円

　教養・趣味・調査研究などを通して豊かな生活ができるよう、すべての世代への生涯

学習を支援するため、図書等情報資料を収集・保管し、利用者への貸出を行いました。

【 財 源 】　　県 ： ８万円　　その他 ： １万円　　町 ： １５３万円

　童謡やわらべ歌が持つ様々な魅力を町の文化遺産として継承していくことを目指し、

童謡とわらべ歌のつどいなどを開催しました。

【 財 源 】　　町 ： １９０万円

　町民の皆さんが、｢いつでも、どこでも、誰でも」スポーツに親しむことのできる

生涯スポーツ社会の実現を目指し、体育振興団体の運営を支援しました。

【 財 源 】　　その他 ： ２４８万円　　町 ： １,６３５万円

　体育施設や設備の保守・点検等を実施し、町民が安全にスポーツ活動に親しむことの

できる環境を整えることで、スポーツに触れる機会の充実や運動に対する意識の高揚を

推進し、健康の促進や体力の向上を図りました。

【町民プール】 【健康の館】 【体育センター】

第５章　学びと文化が香るまちづくり

生涯学習・生涯スポーツの促進３

１,４００万円図書館運営費 （文化の館）

１６２万円文化振興事業 （文化の館）

１９０万円体育振興事業 （健康の館）

１,８８３万円体育施設維持管理事業 （健康の館）
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【 財 源 】　　町 ： ４５０万円

「環境と健康を考える…」をテーマに、自然環境保護や

健康の大切さ等のメッセージを全国へ発信することで、

地域活性化・文化の発展を図るとともに、『ウォーキン

グのまち・板野町』のＰＲを行いました。

　本格的なウォーキングが楽しめる10㎞コース、気軽

に参加できる４㎞コース合わせて約3,700人の参加者

が板野町の秋の風景とウォーキングを楽しみました。

【 財 源 】　　町 ： ５２万円

　板野町に活動拠点を置くＪリーグチームの徳島

ヴォルティスを支援することで、町民の皆様が

スポーツをより身近に感じていただき、また子ど

もたちが夢や希望を持てる町づくりに努めました。

【 財 源 】　　県 ： ９万円　　町 ： ３３万円

　古来より交通の要衝として栄えてきた板野町には全国に誇ることのできる様々な文化

財施設が点在しており、町ではこれらの施設を文化の継承と交流に活用し、住民の文化

意識の向上と人の育成、町の発展へと結びつける活動を行いました。

【 財 源 】　　その他 ： ２０４万円　　町 ： ２,２９９万円

　文化の館は豊かな自然に包まれた町の中央部にあり、町民の文化意識を高める施設と

しての役割を果たしています。

第５章　学びと文化が香るまちづくり

歴史・文化の継承と創造４

４５０万円あさんウォーキングフェスティバル事業
（健康の館）

５２万円Ｊリーグチーム応援事業 （産業課）

４２万円文化財保護意識啓発事業
（文化の館）

２,５０３万円文化の館管理運営費 （文化の館）
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協働によるまちづくり

１．地域コミュニティの活性化

２．信頼される役場づくりと行財政改革の推進

第６章
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【 財 源 】　　その他 ： ２４０万円

　町内の団体などが地域コミュニティの活性化を図るために行うまちづくり活動に対し

て、補助金の交付を行い支援しています。

　平成29年度は、古城子ども神輿保存会に対して補助金を交付しました。

【 財 源 】　　国 ： １３３万円　　その他 ： １７万円　　町 ： ７６７万円

　社会福祉協議会や健康相談室、消費生活相談所などが

業務を行っている、板野町の福祉行政の中核を担う町民

センターの管理運営を行いました。

　平成29年度は、建物の耐震診断調査も実施しました。

【 財 源 】　　県 ： ３６８万円　　その他 ： ８万円　　町 ： ３０８万円

　施設利用に当たり、安全・安心・快適に施設を利用していただくための環境整備を

行いました。

【 財 源 】　　県 ： ２万円　　町 ： ６５２万円

　地域・学校と連携して、子どもたちの健全な育成を図るため、

青少年補導センターへの負担金、町ＰＴＡ連合会や親子会連絡

協議会などの団体への補助金を交付しました。

【 財 源 】　　国 ： ２万円　　その他 ： ２９万円　　町 ： ３５４万円

　町の施策や事業内容、財政状況などについて

広く町民の皆さんに周知するため、広報紙の

作成・配布及びホームページへの掲載・更新を

しています。

第６章　協働によるまちづくり

地域コミュニティの活性化１

信頼される役場づくりと行財政改革の推進２

３８５万円広報広聴事業 （総務課）

６５４万円青少年健全育成運動推進事業 （教育委員会）

２４０万円地域コミュニティ助成事業
（人権コミュニティ課）

９１７万円町民センター管理事業 （福祉保健課）

６８４万円隣保館管理運営事業 （人権コミュニティ課）
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【 財 源 】　　町 ： ５,０５２万円

　町の基幹業務システム及び財務会計システムなどの一括運営事業です。

　ソフトウエア、サーバー及び端末機器等の維持管理等を実施しました。

【 財 源 】　　国 ： ２０万円　　その他 ： ４３８万円　　町 ： １９２万円

　戸籍総合システムの利用により、住民一人ひとりの重要な情報を管理し、記載や審査

など職員の負担が大きい戸籍業務について一元管理を行うことで、事務の効率化、住民

サービスの向上に努めました。

【 財 源 】　　町 ： １６８万円

　人事評価制度は、職員のやる気や向上心、能力を高め行政サービスの質の向上を目的

として導入するものです。

　評価の客観性や公平性を確保し、効率的・効果的な運用を行うための評価システムの

運用支援や評価者研修についての業務を委託しました。

【 財 源 】　　国 ： ３５５万円　　町 ： ８５万円

　マイナンバーカード等に旧姓を併記できるよう、システム改修を行いました。

　また、マイナンバー制度により他市町村との情報連携を行っているシステムの改修も

実施しました。

【 財 源 】　　町 ： ３８６万円

　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンスストアで休日や夜間でも住民

票の写しや所得課税証明書などの証明書が取得できるコンビニ交付サービスを実施する

事業です。証明書の交付に係る手数料やシステムの運用に係る委託料を支出しました。

【 財 源 】　　町 ： １億７,１９９万円

　消防事業は、板野町と上板町の２町で一部事務組合である

「板野西部消防組合」を組織して運営しており、板野町から

も運営費の一部を負担金として支出しています。

第６章　協働によるまちづくり

６５０万円戸籍電算化推進事業 （住民課）

４４０万円社会保障・税番号制度システム整備事業
（総務課）

５,０５２万円電子自治体運営推進事業 （総務課）

１６８万円行政改革推進事業 （総務課）

１億７,１９９万円板野西部消防組合負担金 （総務課）
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【 財 源 】　　町 ： ２億７,２４４万円

　地方公共団体の事務の中には共通したり重複した事務があり、それぞれ近隣の市町村

と広域的な視点から連携・調整、効率化を図ることで、事務の効率化や経費の削減へと

つながります。このように、市町村の枠を超え、広域的に事務を行うために組織された

団体を「一部事務組合」といいます。一部事務組合を構成する市町村はその組合の運営

経費を、人口や利用者数など合理的な割合に応じて負担することとなります。

・市町村議会議員公務災害補償等組合 4万円

・徳島県滞納整理機構 234万円

・中央広域環境施設組合 2億7,006万円

　役場に訪れた方のご用に合わせて、どの部署に行けば

よいのかなどを職員が案内しています。

　窓口案内を行う職員は出先を除く全職員で、１人ずつ

２時間から２時間30分の交代制で行っています。

　板野町の歳入・歳出について、町民の皆さんに

お知らせするために、わかりやすい予算書・決算

書を作成し、ホームページに掲載しました。

第６章　協働によるまちづくり

わかりやすい予算書・決算書の作成 （総務課）

２億７,２４４万円広域行政推進事業(一部事務組合負担金)
（議会事務局・税務課・環境生活課）

窓口案内業務
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総合行政の成果

公有財産関係

人事関係

税務関係

戸籍・住民基本台帳等関係

国民年金関係

選挙関係

議会関係
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　町が所有する土地・建物などの管理を行いました。

　東幼稚園・町営住宅駐車場用地の取得などにより土地面積が増えています。

単位（㎡）

※行政財産…町有財産のうち、直接公の目的のために使用されている財産。

　　　　　　役場庁舎や学校、町営住宅などがこれにあたります。

※普通財産…町有財産のうち、行政財産でないものをいいます。

　　　　　　直接公の目的に供されるものではないため、貸し付けを行うことができます。

【 財 源 】　　町 ： ２５万円

　職員の自己啓発と能力向上を目的として、研修機関への派遣研修及び職場内での研修

を行いました。研修により「自ら考えて行動できる」職員を育成し経営意識の向上を図

ることで、多種多様な行政ニーズや課題に対して柔軟な対応・積極的な行動のできる人

材を確保し、より良い行政サービスの提供に努めました。
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総合行政の成果

365 0

77,523

その他施設

公園

公有財産関係

町有財産の管理 （総務課）

２５万円職員研修事業 （総務課）

人事関係
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【 財 源 】　　町 ： １,１５１万円

　固定資産税は、適正かつ公平な課税を行うため、３年に１度の評価替えを行います。

平成30年度評価替え(基準年度)に向けて、町内全域の航空写真撮影や標準宅地の鑑定

評価の見直しなどを行いました。

　また、平成29年度も引き続き地価の下落がみられる地域において、その下落率を平

成30年度固定資産税評価額に反映させるため、標準宅地価格の時点修正を行いました。

戸籍の総数（平成３０年３月３１日現在）

人口動態処理事務

人口移動

・住民基本台帳登録人口（平成30年３月31日現在） 13,560人

・住民基本台帳登録世帯（平成30年３月31日現在） 5,593世帯

・転入者数 506件

・転出者数 414件

・転居者数 235件

人口の推移（各月末現在）

5,593世帯5,602世帯5,595世帯5,598世帯5,594世帯世帯数

１６件 

13,619人

13,560人

本 戸 籍 数 ６,７４４戸籍 

総合行政の成果

件　数 ８５件 １９０件 ０件 ３９件 

戸籍人口数 １５,９４７人 

区　分 出 生 死 亡

５月末 ６月末 ７月末 ８月末

離 婚 合 計

３３０件 

９月末

婚 姻死 産

5,585世帯 5,582世帯 5,587世帯

人　数 13,629人 13,611人 13,628人 13,634人 13,628人

13,587人

5,590世帯

5,606世帯

区　分 ４月末

２月末 ３月末

世帯数 5,587世帯 5,576世帯

区　分 10月末 11月末 12月末 １月末

13,611人人　数 13,612人 13,591人 13,594人

１,１５１万円標準宅地鑑定事業 （税務課）

税務関係

戸籍・住民基本台帳等関係

戸籍に関する事務 （住民課）

人口動態に関する事務 （住民課）
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国民年金被保険者数 （平成３０年３月３１日現在）

国民年金被保険者関係届出数

国民年金保険料免除届出件数 無拠出年金者の移動状況

平成２９年１０月２２日執行　衆議院議員総選挙 （単位 ： 人）

※　有権者数及び投票者数には、在外選挙人名簿登録者を含んでいます。

※　投票者数には、期日前投票者、不在者投票者を含んでいます。

41.84投 票 率(％) 43.04 40.75 41.84 42.97 40.82

2,376 2,481 4,857 2,372 2,485 4,857

5,520 6,088 11,608 5,520 6,088 11,608

選挙区選出議員選挙 比例代表選出議員選挙

男 女 合計 男 女 合計

1,855人  法定免除
免
除
状
況

253人

第 ３ 号 703人  申請免除（３/４） 40人

20人  申請免除（全額） 322人

総合行政の成果

被
保
険
者

第 １ 号

合　　計 2,578人  申請免除（半額） 14人

 申請免除（１/４） 12人

任意加入  学生納付特例 175人

 納付猶予 76人

合 計 892人

新規・
再取得

任意
加入

付加保険料 資格喪失 住所変更

納付 辞退 喪失 申出 死亡 転居 転入 転出

583件 4件 5件 0件 694件 0件 0件 19件 106件 88件

種別
変更

変更・訂正 資格関係記録

氏名 生年月日 提出 追加 取消

84件 5件 0件 0件 0件 0件

法定免除
申請免除

学生納付
特例

老齢福祉年金

該当 消滅 加入者数 0件

7件 3件 473件 129件 死亡者数 0件

有権者数(人)

投票者数(人)

国民年金関係

国民年金に関する事務 （住民課）

選挙関係

選挙に関する事務 （総務課）

－46－



 天羽 生美　 石田 実　 犬伏 博昭　 大西 正一　 奥尾 周二

　　　　 髙橋 勲　 築本 重視　 東條 昭二　 西川 有

　 広田 勝己　 松浦 昶　 水口 昭彦　 吉岡 輝昭 (５０音順)

◆議員の定数・任期◆

　議員の定数は町の条例で定められており、平成27年３月議会での条例改正により板

野町の議員定数は１３人となりました。現在の議員数も１３名となっています。

　議員は４年ごとに行われる選挙により選ばれます。

　現在の議員の任期は、平成27年11月１日～平成31年10月31日です。

◆議会の仕事◆

【議決】

　　町政を行うための重要な事項は、町議会の議決により決定します。主なものは以下

　のとおりです。

　　○条例の制定・改正・廃止、予算の決定、決算の認定、基準を超える契約の締結・

　　　財産の取得及び処分など

　　○副町長、教育委員、監査委員などの選任にあたっての同意など

【請願・陳情の審査】

　　住民からの請願・陳情を審査し、本会議で採択された請願のうち、必要があるもの

　については、その結果を町長などの執行機関へ送ります。

【意見書の提出・決議】

　　公共の利益に関係のある問題について、町議会の意思として国や県などに「意見書」

　を提出したり、「要望決議」を行うことにより、積極的な解決を求めます。

【町政のチェック】

　　町政の方針や行政が公平、公正かつ効率的に運営されているのかを、本会議及び各

　委員会において調査し、問題点の指摘を行います。

総合行政の成果

議会関係

板野町議会議員 （平成３０年３月３１日現在）
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【 財 源 】　　町 ： ６,２７８万円

　町議会では、年４回の定例会、必要に応じて開催される臨時会、分野別に専門的な審

議をする委員会などを行います。

　議員の報酬・手当のほか、会議録の作成、住みやすいまちづくりに必要な知識習得の

ための視察研修や調査、その他議会のスムーズな運営のための経費を支出しました。

定例会 ・ 臨時会の開催状況

会期日数 ・ 本会議日数 一般質問の状況

委員会 ・ 全員協議会の開催状況

　監査委員は、町の仕事が正しく行われているか、町のお金が正しく使われているかに

ついて監査を行います。

　町の監査委員は、知識や経験のある方から選ばれた委員と、町議会議員から選ばれた

委員が１名ずついます。

　毎月の監査や決算の審査などを行い、その結果が町長に報告されました。

総合行政の成果

条例で定めた数 開催日数 会期延日数 本会議延日数 傍聴者延人数

定　例　会 ４回 ２４日 ４５日 １２日 １１人 

臨　時　会 － ２日 ２日 ２日 １人 

会期延日数 本会議延日数 日数
（延べ）

質問者数
（延べ） 第１回定例会（３月） １２日 ３日 

 第２回定例会（６月） １３日 ３日  一般質問 ４日 １２人 

 第３回定例会（９月） １０日 ３日 

 第４回定例会（12月） １０日 ３日 

合 計 ４５日 １２日 

条例で定めた
委員会

開催した
委員会

会期中の
開催日数
（延べ）

閉会中の
開催日数
（延べ）

町外行政視察回数及び日数

回　数 日　数

 常任委員会 ３ １２回 １２日 ０日 ０回 

 特別委員会 － ０回 ０日 ０日 ０回 

３日 ５日 ０回 

０日 

０日 

０日 

２日 

 議会運営委員会

 全員協議会 － ９回 ５日 ４日 １回 

－ ８回 

６,２７８万円議会運営事業 （議会事務局）

監査委員事業 （議会事務局）
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板野町では、ホームページにて財政情報を積極的に公表しています。

★各種指標等★

●財務書類
　　総務省から示された「統一的な基準」による地方公会計の財務書類４表を作成しています。

●当初予算
　　板野町全会計の当初予算について、概要を掲載しています。

●財政事情
　　板野町の予算の補正状況及び執行状況などについて、年２回（上半期と下半期）集計して
　　公表しています。

●決算
　　板野町全会計の決算状況について、概要を掲載しています。

●財政状況
　　決算数値に基づく財政状況資料集、財政健全化判断比率・資金不足比率について掲載して
　　います。

●わかりやすい財政状況
　　板野町あせび温泉やすらぎの郷マスコットキャラクター「弁慶くん」と「あせびちゃん」
　　が、阿波弁丸出し(？)で板野町の財政状況について、わかりやすく解説しています。

　　

板野町ホームページ「財政情報」公開中！

http://www.town.itano.tokushima.jp/soshiki/soumuka/zaise%20yosan/
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“わかりやすい　いたののけっさん

〈平成29年度決算　町民への決算説明書〉”

（決算概要版）

発行年月 平成 30 年 11 月

編集・発行 板 野 町

【問い合わせ先】

板野町 総務課 財政係

〒779-0192 徳島県板野郡板野町吹田字町南22-2

TEL 088-672-5980（直通）

FAX 088-672-5553

E-mail soumu@town-itano.i-tokushima.jp

http://www.town.itano.tokushima.jp/


